
泳 力

運動遂行（運動テスト）
Movement Assessment Battery for Children-2; M-

ABC2 (Henderson et al, 2007)

1．手の器用さ（記録計測）

2．ねらい・捕球（回数）

3．バランス（実施時間）

気分（気持ちアンケート）

健康運動指導士の皆さんへ ～イラストで分かる発達支援スイミング～
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子どもが上記イラストをみて、当て
はまる所を指でさし、左端からの距
離(cm)を評価した。

1. 元気にできたかな
2. 落ち着いてできたかな
3. 挑戦できたかな
4. 嬉しかったかな
5. 楽しかったかな

日本語版「WHO-5精神的健康状態表（WHO-5-
J）」を参考に作成

【対象者】
ASD児33名（6～12歳）→ 軽度群（療育手帳無し・4度）23名、中度群（3度）10名

【実験デザイン】
1回60分間 × 8回の指導前後で、泳力、運動遂行、気分、社会的側面の変化を比較・検討

社会的側面（社会性アンケート）

段階別指導（クロールの練習の例）

個人データの変化（段階） 群ごとの変化量（段階）

指導前 指導後

【まとめ】
本研究で行ったASD児に対する水中運動指導は、泳力と教室参加に必要な行動という観点から有用である。

全体 軽度群 中度群

全体 軽度群 中度群

全体 軽度群 中度群

34段階の技能到達水準 ※無
断転載・撮影等禁止

• 発達障がいのある子の「泳ぐ」と
「参加する」を通したウェルビーイ
ングの実現を支える実践リーフレッ
ト

• 4泳法の技能獲得につながる練習内
容をイラストで紹介

• 水中運動を通した支援の第一歩を、
現場でよりよく実践するために

指導者が子どもをみて、上記6項目を
3段階（3（達成）、2（反応あり）、 1
（未達成））で評価した。

上記3つの領域から構成される小児の
運動協調性を包括的に評価する検査。
対象児が知的障害を有することを踏
まえ、age band 1の課題をマニュア
ルに準じて実施。
指導前後の全データを統合して主成
分分析を実施し、第1主成分得点をス
コアとした。

身体機能の改善と精神発達を促す自閉症児向け
水中運動指導法の開発

－障がい者のウェルビーイング実現を担う健康運動指導士・健康運動実践指導者の養成を目指して－
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【背景】
ASD児には、
• 「社会的コミュニケーションの困難さ」
• 「姿勢制御、協調運動、歩行などの運動
面の困難さ」が見られることがある

【意義】
水中での運動は、

• 陸とは異なる運動経験
• 泳技能や水辺活動時の安全性
向上への寄与

【目的】
ASD児に対する水中運動指導が、泳力、
運動遂行、気分および社会的側面に及ぼ
す影響を明らかにすること
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